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                         Abstract

This paper  explores  L2  learners' interaction in Internet Chat

(IC), which  is a  kind of  Computer-Mediated  Communication

(CMC), in an  EFL  teaching  environment  in Japan. This study

also  discusses how  IC can  be effectively  integrated  with

face'to'face communication  in the classroom.  Studies of  foreign

language classroom  suggest  that input from and  interaction with

other  learners have  been  shown  to have  a  positive effect  on

Second Language  Acquisition (SLA). The  nature  of  the foreign

language classroom  environment  in Japan  is, however, still

restricted  in regard  to interaction that occurs  among  learners,

despite of  a  shift  from a  traditional  teacher  centered  approach  to

a  communicative  approach.  This paper suggests  that IC may

provide  potential benefits fbr foreign language learners. The

sample  log from IC has shown  a  variety  of  negotiation  which

facilitates comprehensible  input and  interaction. The  sample  log

from faceLto'face communication  which  was  taken  right  after  IC

has suggested  potential benefits for foreign language learning.

The  author  proposes  further research  to investigate effective

methodolqgy  using  IC integTated into L2 learning.
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1 ． は じ め に

　第 二 言語習得研究 は Krashen （1981 ，
1985 ）の イ ン プ ソ ト仮 説 が発

端 とな り 、 理解可 能 な イ ン プ ッ トが 言 語 習得 の 必 要 条件 で あ る 、 す

なわ ち 、 学習者 が 、 自分 の 能力 を超 え た 新 しい 構 造 を 含 む イ ン プ ッ

トを積極 的 に 理 解す る こ とに よ っ て
、 第二 言 語 が 習得 され る と い う

仮説 を 基 に 研 究 が 進 ん で きた 。 こ れ に 対 し 、 Long （1983 ）は 、 イ ン

プ ッ トだ け で は 言語習得 に は 不 十分 で あ る と し 、 イ ン タ ラ ク シ ョ ン

を重視 し 、 学習者 が お 互 い 交 渉的 に 意 味 を理 解 し あ うこ とが 重 要 で

あ り 、 そ こ で 使 われ て い るイ ン タ ラ ク シ ョ ン の 質 と量 が 言 語 習得 に

大 き な影 響 を 与 え る と指摘 した 。 そ れ 以 来 、 イ ン プ ッ トとイ ン タ ラ

ク シ ョ ン の 関係 、 そ し て 、 そ れ らが ど う第二 言 語習得 に結 び つ くの

か とい う研 究 が 1980 年代 か ら 1990 年代 に か けて 行 わ れ て きた 。

　従来 の 英語教育 は オ ー
ラ ル ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を重 要 視 し 、 よ

り コ ミ ュ ニ カ テ ィ ブ な 教育 を 目指 し て い る 。 し か しな が ら 、 そ れ ら

は 、 限 られ た 場 所 、 同 じ背 景 を 持つ 学 生 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

とい う大 き な制約 の 中で 行 われ るた め 、 現 実味 の あ る コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 活 動 に は 限 界 が あ っ た 。 し か し 、 イ ン ター ネ ッ トの 普 及 と と

もに 、 教 室 内外 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 可 能性 が 開 か れ 、 意 味 の

あ る 言語 活 動 の 場 が 広 が りつ つ あ る 。

　例 え ば 、 英語 を使 っ た チ ャ ッ トで の 会話 で は 、 英語 を使 うこ とが

練習 で は な く 、 ま さに意思疎通 の た め の 手段 とな る 。

一
般的に チ ャ

ッ トと は 不 特 定多数 の 知 ら ない 者 同 士 が 気 ま ま に ネ ッ ト上 で 発 言

す る場 で あ る と思 わ れ が ち で あ るが 、 そ れ が 英 語教育 に 応 用 され た

場合 、 多 くの 学 習 効 果 が 期 待 で き る 。 例 え ば 、 チ ャ ッ トで は言 語 習

得 に 必 要 で あ る と され て い る イ ン タ ラ ク シ ョ ン が非 常 に 多 く使 わ

れ 、 そ の 数 は 対面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン よ り も多い こ とが わ か っ て い

る 。 ネ ッ トワ
ー

ク上 で の 英語 教 育は ま だ 実験 段 階で は あ る が 、 従来

の 教 室 内 で の 英語 教育 に は な い 学 習 効 果 が 期待 され る と思 わ れ る 。

　本 稿 で は 、 数 あ る イ ン タ
ー ネ ッ ト教 育 メ デ ィ ア の 中 か ら

Computer　Mediated　Communication （CMC ）の 1 つ で 、
パ ソ コ ン に
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文 字 を 打 ち 込 ん で リア ル タ イ ム で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を行 うチ ャ

ソ ト （図 1 ）に 焦点 を当て 、 そ こ で 見 られ る イ ン タ ラ ク シ ョ ン に 注 目

す る 。 ま た 、 書 き言葉 で あ る チ ャ ソ トと実際 の 対面 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ

ョ ン と を組 み合わ せ た授業を行 い
、 多面的効果 を もた ら し得る英 語

教育 の 実践例 を 紹介 し て い きた い
。

図 1　 チ ャ ッ ト

2 ． 研究 の 背 景

　ネ ッ トワ ー
ク 上 で の 文 字 に よ る コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン は 聴 力障害

の あ る学 生 を対 象 に 1980 年代 に ア メ リカ で 始 ま っ た が 、 90 年代初

頭 に は 第 二 外国語 と し て の 英 語教育 の 現場 で 使 われ始 め た（Kern ，

1995 ）。 現 在 で は コ ン ピ ュ
ー タ ー や 情報 通 信 機器 の 発 達 に よ り 、 イ

ン ター ネ ッ トを利 用 し て の 教 室 内 外 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 可

能 とな り 、 そ れ に 伴 い
、 オ ン ラ イ ン 上 で の コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 研 究

が 盛 ん に な っ て い る 。

　 そ の 中の 1 つ
、 リア ル タ イ ム 型 コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン で あ るチ ャ ッ

トの 言 語 特徴 と して 、 チ ャ ッ トは本 来 書 き言葉 で は あ る が 、 リア ル

タ イ ム 討論 を 瞬 時 に 進 め る た め 、 書 き言 葉 よ り話 し言 葉 に近 い と さ
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れ て い る （Kem ，
1995 ）。 イ ン ター ネ ッ トに 繋 が っ て さえ い れ ば気 軽

に 利用 で き る チ ャ ッ トは 英語教育の 現場 で も頻繁 に 使 わ れ 、 従来 の

教 室 内 で の 英 語学習 で は 見 られ な い 多面的 な 効果 が 多 く報告 され

て い る 。

　 特 に 、 自分 の 知 らな い 事 柄 を互 い に 相 手 か ら聞 き 出 し合 い 、 内 容

を ま とめ る と い っ た 、 取 り組 み が い の あ る課 題 を 課 し た 場 合 は 顕著

で あ る 。 キ
ー ボ ー ドか らメ ッ セ ー ジ を 打 ち 込 み 、 画面 を 読む こ とで

「会 話 」をす るチ ャ ッ トで は 、 学習者 は 相 手 の 意 見 を聞き逃す 心 配 を

せ ず 、 相 于 の 意 見 を 見 な が ら 、 自分 の 考 え を構 築 して い く こ とが で

き る 。 そ うす る こ とに よ り、 他 の 学生 の 発 想 か ら ヒ ン トを 得 て 問題

に 対 す る理 解 が 進 む な どの
、 集 団教育 の 利 点 を享受す る こ とが 出来

る （Kern ，
1995 ；Pellettieri

，
2000）。

こ の よ うな相 互 交渉は 、 学生 同

士 の 協調学習 へ の 参加度 を高 め 、 学 生 の 主 体性 を 向上 させ 、 現実味

の あ る イ ン タ ラ ク シ ョ ン を 目 指 し た コ ミ ュ ニ カ テ ィ ブ な 活 動 へ と

発 展 す る（Kitade
，
2000 ）。 ま た 、 チ ャ ッ トで は 教師 の 発 言 が 少 な く

な り 、 教師 の 主導権 が 抑 え られ る た め 、 学生 の 発 言は 教師で は な く

他 の 学生 に 向 け られ た も の とな る 。 匿名 を使用 し た場合 は 、 発言権

も学生 の 間 で 平等 に分配 され る た め 、 教室 内 で は 内気 な学生 の 参 加

度 が 高 ま り 、 教 室 内 で の 話 し合 い に 比 べ 、 少 数 の 学 生 の み が そ の 場

を 支配 す る こ とが 少 な くな る（Warschauer ，
1996 ）。

　イ ン タ ラ ク シ ョ ン に お け る 研 究 で は 、 チ ャ ッ トを活用 した 英語学

習 で も 、 従 来 の 教室 内で 見 られ る よ うな方略 、 すな わ ち不明な意味

を相 手 との や り とりに よ っ て 解 明 し て い く意味交渉 が 多 く使 わ れ 、

そ の 量 も教 室 内 の も の よ り も多い こ とが 明 らか に され て い る 。
こ れ

は 相 手 の 顔 が 見 え な い 状 態 で の 会話 の た め 、 必 然的 に イ ン タ ラ ク シ

ョ ン が 多 く使 わ れ る か らで あ る （Smith ，
2003 ）。

オ ン ラ イ ン コ ミ ュ ニ

ケ ー
シ ョ ン の 非 身体性 の 特質 （相 手 の 表情 、 音声 、 身振 りな ど の 非

言語 的 要 素 の 欠如） に よ り 、 チ ャ ッ トで は 前 の 発 話 が 理 解出来 な か

っ た こ と を示 す clarification 　 request （説明 の 要求）や 、 前 の 発 話

の 話 題 に つ い て 、 さ らに情報 を 要求す る elaboration 　request （詳述
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の 要求） が 多 く使 わ れ て い る （青木 、 2005）。

3 ． 実践 の 動 機

　筆者 は 勤務校 で ラ イ テ ィ ン グ とオ ー ラル ・ コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の

授業 を担 当 して い る が 、 オ
ー

ラル ・コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の ク ラ ス で

は 対面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を苦手 とす る 学 生 も多く 、 な か な か 活 発

な グル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に は 至 っ て い な い
。

し か し 、 そ の よ う

な 消 極 的 な学 生 が ラ イ テ ィ ン グ ク ラ ス で の チ ャ ッ トに よ る 文 字会

話 を 行 っ た 場合 、 必 ず し も発 話 に お い て 劣 っ て は お らず 、 発 話 量 が

多い だ け で は な く、 最初 に 質問 を始 め 、 会話 の 主導権 を握 る な ど活

発 な 言 語 活 動 を行 っ て い た
。

　筆者担 当の ライ テ ィ ン グ ク ラ ス で は チ ャ ッ トを使 い 、 即 座 に コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 応 す る 「書 く能 力」 を 高 め る こ と を キ 眼 と し て

きた 。 しか し 、 チ ャ ソ トで は 瞬時 に リア ル タ イ ム 討論 を進 め る た め 、

そ こ で 使 われ る 言語 は 、 む し ろ書 き言葉 よ り話 し言葉 に 近 い と され

て い る （Kern
，
1995 ）。 こ の こ とか ら も、 書 く技 能習得 の た め に活 用

して い た チ ャ ッ トは 、 学 生 の 潜在能力 を 引 き出 し 、 現実世界 で の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 の 育成 に 役 立 つ の で は な い か と思 い 至 っ た 。

4 ． 実践

4 ． 1 ． 対 象

　筆者 の 勤務校 の 英語 を 専 門 と し ない 1． 2 年生 を対 象 に した 、 選

択科 目 と して 開講 され て い るオ ー
ラ ル ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ク ラ ス

の 学生 26 名 。 授 業は 90 分授 業 が 週 1 回 で 、 ほ ぼ全 員 が 前期 ・後期

と通 年 で 授業 を受 け て い た 。 半数 近 く の 学 生 が 英語 の 勉強 が 好 き で
、

「英 語 を話 せ る よ うに な りた い 」 との 理 由 で オ
ー

ラ ル ・コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン を 受講 し て い た 。 あ と の 4 割 は 英語 の 勉 強 は苦 手 だ が

、

「英

語 は話 せ る よ うに な りた い 」 と思 っ て い る とい うこ とで 、 お お む ね

英語 学習 に つ い て は ポ ジ テ ィ ブ な考 え を 持 っ た学生 が 集 ま っ て い

た 。 英語 に 対 して 「高 校 の 英 語 が 嫌 い だ っ た 」、
「も と も と英 語 は 嫌
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い だ っ た 」 と答 え る 1 割程 度 の 学 生 が 、 選 択 科 目で あ る オ
ー

ラル ・

コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を あ え て 受講 して い る とい うこ とは 、 大学で の

英語 教育に 、 高校 で の 英語 学習 とは
一

味違 っ た何 らか の 期待 を持 っ

て い た の で は ない か と考え られ る 。

4 ． 2 ． チ ャ ッ ト ・シ ス テ ム の 概 要

　 使 用 し て い る チ ャ ッ ト ・シ ス テ ム は 、 改造 許 可 の あ る フ リー ソ フ ト

「Kent　Web 　CGI ス ク リプ ト ・MIU 　CHAT （http：〃www ．kent−web ．

com ！chat ！miuchat ．html）を ダウン ロ
ー ドし（図 2）、 よ り教育現場 に あ

っ た シ ス テ ム へ と改造 した もの で あ る（図 3 ）。

　 オ リジ ナ ル の チ ャ ッ ト・コ ラ ム は 全 て 日 本語 で 書 か れ て い る が 、

英語 学習に使 用 す るた め 、
プ ッ シ ュ ボ タ ン な どの 表示 は 全 て 英語 に

書き換 え た 。 メ ッ セ ー ジ ボ ッ ク ス を大 きく し書 き込 み が しやす くな

り（図 3 の   ）、
120 字程度 ま で は ス ク ロ

ー ル し な くて も全 文 を 見 る

こ と が 可 能な の で 、 ラ イ テ ィ ン グ の 授業 で は 、 自分 の 書い た 文 章 を

相 手 側 に 送 り 、
ピ ア リビ ュ

ー な どす る こ とが 可 能 で あ る 。

図 2　 Kent 　Web 　CGI ス ク リプ ト ・MIU 　CHAT
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図 3　改造後 の チ ャ ッ ト ・シ ス テ ム

　 チ ャ ッ トで は 相手 の 表情 、 音声 、 身振 りな どの 非 言語 的要 素 の 欠

如 の 中で 討 論 を 進 め て い くた め
、 顔 文 字 を付 け る こ とで 学生 は よ り

臨 場 感 あ ふ れ る 雰 囲 気 を 醸 し 出す 。 顔 文 字 は 10 種 類 程 度 の

emoticon か ら選 ぶ こ とが で き る （図 3 び）  ）。

　教員 は各部屋 を 移動 しな が ら 、 各 グル ー プ に 対 し個 別 に コ メ ン ト

を 与 え
、 学生 か ら も教員 用 の パ ソ コ ン に 質問を送 る こ とが で き る 。

テ ロ ッ プ 機能 を付 け加 え た こ とに よ り
、

ク ラス 全体 へ の
一
斉指示 な

ど を 教員用 の パ ソ コ ン か ら全 学 生 の 画 面 上 に 流す こ と が で き る（図

3 の   ）。

　チ ャ ッ トは音声的 手 が か りや顔 の 表情 な ど の 非 言語 的手 が か り

が 無 い 中で コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を進 め て い くた め 、 長時間 の 沈黙 が

続 く場合 、 相手 が考え 中な の か 、
ロ グ ア ウ トを し た の か 不安に な る 。

参加 者 の 横 に （Online）と（Writing）とい うチ ャ ッ ト使 用 状 況 標 示 を

付 け た こ と に よ り（図 3 の   ）、 こ の よ うな不 安 が解消 され た 。 ま た 、

顔 が 見 えな い 相 手 との コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン が ス ム ー ズ に行 わ れ 、 明
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らか な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 混乱や 断絶 が少 な くな っ た 。 参加 者 が

メ ッ セ ー ジ ボ ッ ク ス に 書 き 込 み を 始 め る と 標 示 が 自動 的 に

（Writing）に 変 り、 待機 状 態 ま た は 考 え 中の 場合 に は （Online）とな る 。

　 こ の チ ャ ッ ト ・シ ス テ ム は い つ で も使用 可 能 な よ うに 、 人 数分 の

チ ャ ッ トル ー ム を用意 し 、 筆者 の ホ ー ム ペ ー ジ 上 に リン ク して あ る

（図 4 ）。

図 4 　 チ ャ ッ トル ー ム

　学 生 は 教員 の 指示 に従 い 、 各 白決 め られ た 部屋 へ と入 室 しタ ス ク

を行 うが 、 時 間 節約 の た め に 、 学生 を ラ ン ダ ム に複数 の グル ー プ に

自動的 に 振 り分 け る 自動 グル
ー ピ ン グ機能 を考案 中で あ る 。 しか し 、

学生 の 能 力 を考慮 した グル
ー ピ ン グ を行 うこ と もあ る た め 、 マ ニ ュ

ア ル 機能 も必 要 で あ る 。 グル ー プ 分 け が され て 対 話す る相 手 が 決 ま

る と 、 学習者 は タ ス ク に 従 っ て キ
ー ボ ー

ドを 用 い て 文 字 を 打ち込 み

な が ら対 話 を行 う。 チ ャ ッ ト ・ シ ス テ ム に は 学習者の 発話 を記録す

る 機能 が 備 え られ 、 削除機能 もパ ス ワ ー
ドで ブ ロ ッ ク され て い る た
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め 、 学 生 が 自分 の 発 話記録 を勝 手 に 削除す る こ とは 出来な い
。 ま た 、

外部 に 閲覧で きな い よ うに 、 Web ペ ー ジ ア ドレ ス や チ ャ ッ トル ー ム

入 室 の 際 の パ ス ワ ー ドを定 期 的 に 変更 し て い る。

4 ． 3 ． 授業 の 手 順

　授業 開始後 5〜 6 週 ま で は 通常 の 授業 を行 い
、 か つ タイ ピ ン グの

基本的な操作に慣 れ させ る 。
こ の 授業は ラ イ テ ィ ン グク ラ ス で は な

い た め 、 タ イ ピ ン グ練習 は ホ
ー ム ワ

ー
ク と した 。 チ ャ ッ トで は 、 ま

と ま っ た 内容 を 素 早 く書 き 表す こ と で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る

た め 、 そ の 要 は ス ピー ドで あ る こ とを念頭 に 置き、 ブ ラ イ ン ドタ ッ

チ が 出来 る こ と を 目標 と した 。 授業実践 は 2 週 続 き を one 　 unit と

し て 行 っ た
。 授業 内容 の 時 間 配 分 は 以 下 に 示 す 。

表 1 ：授業 内容 の 時間配分

1 週 目 通 常 授 業 （90 分） テ キ ス ト： 仕 事 と職 場

2 週 目 通常授業（30 分） テ キ ス ト： 仕事 と職 場

チ ヤ ッ ト（30 分） 関連 トピ ッ ク の 意見交換

対面 グル
ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン （10 分） チ ャ ッ トの 内容

対面 グ ル
ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン （15 分） トピ ッ ク の 発展

4 ． 3 ． 1 ． 授業実践

A ． 授 業内容

　学生 は職業に 関す る ユ ニ ッ トに お い て テ キ ス トを使 い なが ら、 職

業名 、 職務 内容 、 仕事場所 な ど （例 ： salesperson
，
　sell　clothes

，
　in　a

department　store ）や WH −
ques 七ionsを使 っ た 文法事項 （What 　do

you 　do？Where 　do　you 　work ？How 　do　you 　like　your　school ？）な ど を

リス ニ ン グや ダイ ア ロ グ を交 えな が ら学習 した 。 通 常授 業 1 回 （90

分）が終わ る と 、 次週 は通 常授 業 を 30 分行 っ た後 、 関連 トピ ッ ク に

関 して 講義 時間 の 3 分 の 1 をあて チ ャ ッ トで 意見交換 を行 う。 チ ャ
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ッ トで 行 われ る タ ス ク は あ らか じ め前週 に 学生 に 提 示 して お い た 。

B ， チ ャ ッ トを活 用 した意 見交換

　 隔 週 ご と に テ キ ス トの 既 習事項 を用 い て 、1 対 1 の 自由会話 をチ ャ

ッ トで 30 分 ほ ど行 っ た 。 学生 は 既習内容 を 出 来 る だ け多 く使 い 、 ハ

ン ドル ネ ー ム を使 い 、 お 互 い の ア ル バ イ トに 関 して の 質問をチ ャ ッ

ト上 で 行 っ た 。 ア ル バ イ トを し て い る 学 生 は そ の 内容 を 、 して い な

い 学生 は し な い 理 由や して み た い ア ル バ イ トな ど 自由 に 意 見 交換 を

行 っ た 。 意 見 を 交換す る の に 必 要 と思 わ れ る 、 例 え ば （Let’

s　get

started ．　What 　do　you 　think ？How 　about 　you？）な どの 表現を毎回 少

しず つ 紹介 した 。 筆者 は 各 チ ャ ッ トル
ー ム を 監視 し な が ら 、 必 要 に

応 じて グル ー プ ご とに コ メ ン トを 与 えた 。 学生 も必 要 が あれ ば教員

用 の チ ャ ッ トル
ー ム へ 移動 し 、 質問 を行 っ た 。 ク ラ ス 全 体 へ の

一
斉

指示 な どは テ ロ ッ プ 機 能 を用 い 学 生用 パ ソ コ ン の 画 面 上 に流 した 。

C． 対 面 グル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

　チ ャ ッ トを活用 した 意見交換終了 後 は 、 ク ラ ス を 4 人前後 の グル

ー プ に 分 け 関連 トピ ソ ク で グル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を行 っ た 。 グ

ル
ー プ 分 け は 、 毎 回 教師 に よ っ て ラ ン ダ ム に 行 い

、 グル ー プ ご と に

着席 し な お した ら、 初 め の 10 分 は 、 チ ャ ッ トで 行 っ た 内 容 と 同 じ

トピ ッ ク で 意見交換 を した 。 次 は トピ ッ ク に 関連 して 、 よ りグ ロ ー

バ ル な視 点 で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を行 っ た 。 当 日は
“

What 　 are 　the

advantages 　and 　disadvantages 　of 　part
−time　work 　for　students ？

”

とい う トピ ッ ク で タ ス ク を 遂 行 し た 。

5 ． ロ グデー タ の サ ン プ ル 分析

　本節 で は 13 グル
ー プ で 行 われ た チ ャ ッ ト会話 の うちの 1 つ を用

い 分析 を行 う。
グル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は 学 生 の 許 可 を得 、 2 グ

ル ー プ を サ ン プ ル 用 と して IC レ コ
ー ダー を 用 い て 録音 し 、 録音状

態 の 良い 方 を 分析 に 用 い た 。 今 回 の 分 析 で は 主 に 言語習得 に 不 可 欠

と され て い る イ ン タ ラ ク シ ョ ン に 注 日 し 、 観 点 を抽出 す る の が 目的

で あ る の で 、 主 観 的 な 記述方式 を 取 る こ とに した 。
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5 ． 1 ． チ ャ ッ トで の ロ グ デ ー タ

　　（1）A ：旦旦y−

　　（2）B ：No
，
　now 　I’

m 　too　busy．　Because　I　would 　like七〇 七ake 　an

　　　　　examonation 　next 　year．　Iwant 　to　attend 　Hokkaido

　　　　　University．

　　（3）A ：皿 一 2　皿 壇

（4）B ：It　means 　entrance 　examination ．　I　want 　to　learn

　　　 chemical ．

（5）A ：Wh 　 didn’t　 ou 　attend 　a　 re 　 aration 　school ？ ⊇g．｝IQIL

一

（6）B ：Idon ’

t　know 。　And 　I　attended 　a　preparation 　school 　last

　　　　year，　but　I　fai！ured ．　Sorry
，
　my 　typing　is　slow ．

（7）A ：Ifeel　sad ．

（8）B ：
＿ ＿Whatdo 　 o　 ea ？

（9）A ：　No ！　My 　typing 　is　slow ．　You　failured．

（10）B ：W＿ ＿hat　 okd − ttd ？

（11）A ：Iam 　a　waiter 　in　a　restaurant ．

（12）B ：Really？】一 Ω2
（13）A ：Iserve　customers ．　I　am 　too　busy　every 　day．　I　don ’

t　like

　　　　it．

（14）B ：D Ω一

（15）A ：No ．　I　want 　to　leave．　Cheap 　and 　hard 　work ．

（タ ス ク ．終 了 の 指示 ）

（16）A ：We 　have　to　stop ，

（17）B ：Yes ．　I　had 　a　good　time ．　See　you ．

（18）A ：See　ya ，

　　（1）は 話題 提供 の た め の 質 問 と して の referential 　question （真性

質問 ）。 （3）で は 、 先 に 述 べ られ た
”

examonation
”

の 語 彙に 対す る

clarification 　 request （説 明 の 要 求） と 内 容 に 対 す る elaboration
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request （詳 述 ¢ ）要求 ） を使 っ て い る 。 （5）で は 、 前 述 の 発 話 に 対 し

て elaboration 　request と referential 　question を使 っ て い る 。 （8）

で は clarification 　request を使 い 、 先 に 述 べ られ た
“

l　feel　sad ．
”

の

曖昧 さ に 対 して 意味 を確認 して い る 。 （10）で は本来 の 会話 の 流れ へ

の 復帰を促 し 、 referential 　question を使 い 話題転換 を行 っ て い る 。

以 下 、 （12）と（14）は 前 述 の 話題 に 対 して の elaboration 　request で あ

る 。 30 分 の 時 間 制 限 の 中 で 行 わ れ た チ ャ ッ トロ グ で あ る が 、 発 言 同

数 が 1 人 あ た り 8 回 ま た は 10 回 と時間 の 割 に は 非常 に 少 な い
。 し

か し、 ター ン （発話 の 交代） も多 く 、 様 々 なイ ン タ ラ ク シ ョ ン が 行

わ れ て い る こ とに 注 目 した い
。 チ ャ ッ トで は 画面 に 書 か れ た 相手 の

意 見 を見 な が ら 自分 の 意 見 を 構 築 して い くた め 、 時 聞 は か か る が 、

相 手の 意 見 を 聞 き逃す 心 配 が な く 、 言 語 の 産 出 の 増加 が期待 出来 る 。

ま た 、 相 手 の 顔 が 見 え な い 状態 で 会話 を行 うた め 、 必 然的 に イ ン タ

ラ ク シ ョ ン が 多 く行 わ れ た の で あ る と思 わ れ る（Smith ，
2003）。

5 ． 2 ． 対 面 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 会話サ ン プ ル

　（1）A ： Ithink 　students 　should 　work
，
　because　they　can 　learn

　　　　many 　things．

（2）B ：We 　need 　meney
，
　so 　we 　have　to　work ．

　（3）A ；If　we 　work
，
　we 　can 　meet 　a　lot　of　people．　IHi1QyNLapg1b　t　 C ？

　（4）C ；Ithink 　we 　learn　order ．

　（5）A ：Ithink　so 　too．　But
，
　we 　have　to　study 　because　we 　are

　　　　s七udents ．　Studying　is　our 　job．

　（6）B ：1　don’

t　have　time 　to　study 　because　1　work 　6　hours 　every 　day．

　（7）A ：Too　much ．

（8）B ：1H1qymluLyo1LyLb　t　 C ？

　（9）C ：＿．．．．．

　（1）は 主張 の 表明 で 会話 が 始 ま り 、 同 じ く（2）（3）と主 張 の 表 明 が続

く。 （3）で A は C に対 し て 発 話権の 移譲 を行 っ て い る 。 （5）（7）で は 前
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述 の 発 話 に 対 し て の コ メ ン トを述 べ て い る 。
こ れ は 15 分 の 制限時

間を使 っ て 行 っ た対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン で あ る が 、会 話 は 5 分程

度 で 終 わ り教員 の 参入 が 無 か っ た た め 、 会 話 終 r後 は 口本 語 で の 雑

談 と な っ た 。 5 分間で 発 言 回 数 は 多い 学 生 で 4 同 とチ ャ ッ ト会話 に

比 べ る と多い が
、 各 人 の 主 張 の 表 明 が 多 く 、 言葉 の キ ャ ッ チ ボ ー

ル

と言 わ れ る よ うな活発な言 語 活 動 は 見 られ ない
。 こ こ で は コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン の 混 乱 や 断絶 が 無 い た め 、 チ ャ ッ トで 使 わ れ た よ うな 前

の 発 話 が 理 解 で き な か っ た こ と を示 す clarification 　request や 、 前

の 話題 に つ い て 、 さ らに 情報 を要求す る elaboration 　request は使

わ れ て お らず 、 イ ン タ ラ ク シ ョ ン は 少 な い
。

5 ． 3 ． チ ャ ッ トと対面 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に よ る コ ラボ レ ー シ ョ

　 　 　 ン

　チ ャ ッ トを始 め る 前 に 、 役 に 立 つ 表 現 の 1 つ と し て
“

How 　about

you ？
”

な どの 発話権 の 譲渡 を示 す 表 現 を導 入 し た が 、 チ ャ ッ トに よ

る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン で は 何 度 か 使 わ れ て い た 。 河 合 （2002 ） は
“How 　 about 　 you ？

”

な どの 発 話 権 の 移譲 を 行 う発話 が チ ャ ッ トで 多

く見 られ る の は 、 自分 の 発話 の 終 了 も 同 時 に 告 知 す る こ とが 出来 、

チ ャ ッ トと い う非言 語的 手 が か りが 無 い 特殊 な コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ

ン 環境 の 中で
、 学習者 が 自然 に 身 に付 け た コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 方 略

で あ る と し て い る 。 こ の 表現 は
、

チ ャ ソ ト開始 以 前 は 対 面 コ ミ ュ ニ

ケ ー
シ ョ ン に お い て は 使 わ れ て い な い 表現 で あ っ た が 、 開始後 は 対

面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で も頻繁 に 使 わ れ る よ うに な っ た
。

こ の 表現

は
一

度身 に 付け る と 、 学生 に は便利な表現 で は あ る が 、 チ ャ ッ トと

対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と を組 み合わ せ た授 業 を行 っ て い く こ と

で 、 チ ャ ッ トで 培 っ た 能 力 を対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 転移 で き る

の で は な い か 、 とい う兆 し が 感 じ られ た
。

チ ャ ッ トは 書 き言葉で 、

話 し言葉 とは 本来 性 質 が 異な るが
、 チ ャ ッ ト活用 が 現 実世 界 で の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 活 か され るか ど うか は 興味深 い
。 鈴木 （2001 ）

は 、 英語 の 授業 を 自動車 の 運転 に 例えれ ば 、 チ ャ ッ トを使 っ た 英語

39

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

教育は 路上 教習 に あた る と し て い る が 、 本免許 を取得 し 、 よ り自由

に 路 上 運転 を行 うた め に も 、 体系化 され た 環境 の 中で よ り多 くの 練

習 を積 ん で お く こ と は 必 須 で あ る 。

6 ． 学 生 に よ る ア ン ケ ー ト

　 ア ン ケ
ー トに よれ ば 、 書 き 言葉 で あ る チ ャ ッ トと対 面 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン と を組 み 合 わせ た授 業 に 対す る 満 足 度 は 高 く 、
70％ 以 上 の

学 生 が こ れ か ら も 同 じ よ うな 授 業 を 続 け て 欲 し い と い う希 望 を 出

し た 。 ク ラ ス に は 30 人 近 くの 学生 が い る た め 、 リス ニ ン グな どの

受信 型 の 授業 も多か っ た の で 、 チ ャ ッ トを活用 した 発信 型 授業 に は

肯定的な意見 が 多 か っ た 。 しか し
、 わ か らな い

、
た め に な らない と

回答 し た 学生 も 30％ ほ ど い た 。 以 下 、 記 述 され た 内 容 を挙 げて い く。

（a ）「匿名 な の で 安 心 し て 会 話 が で き た 」 「チ ャ ッ トで は 匿名 を使 う

　　の で 、 誰か わか らず ドキ ドキ し た 」

　　 日本 人 学 生 同 t の n 一 ル プ レ イ で は 自分 の 英語力 を恥ず か し

　　く感 じ 、 思 うよ うに 話せ ない こ と も多 い
。 チ ャ ッ トの 匿名性 は

　　学 生 の 積 極 的 な 発 言 を促 し 、 学 生 た ち も こ の 匿 ・名性 を望 ん で い

　　る 。 チ ャ ッ トや掲 示 板 で の 匿名扱 い に つ い て は 、 自分 の 発言 に

　　責任 を 持 つ た め に も本名 を 使 うべ きだ と い う議論 が され て い

　　る が 、 そ れ らが 教育現場 とい う限 られ た場 所で 使 われ る 場合 は 、

　　匿名性 は か え っ て 効 果 的 とな る 。 学 生 の チ ャ ッ トネ
ー ム を教員

　　は 把握 して お り、 学 生 も発 言内容 ・回 数が平常点 に な る とい う

　　こ とを 知 っ て い る た め 、
い い 加減な書き込 み ど こ ろ か 、 全 て の

　　発 話 に お い て 真剣そ の もの で あ る。 また 、 匿名 を使 うこ とに よ

　　り、 相手 が 誰 か わ か らない こ とか ら コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 本気

　　度 が 高ま り 、 臨 場 感 あ ふ れ る雰 囲気 を 作 りだ して い る 。

（b）「チ ャ ッ トで は 画 面 を 見 な が ら会 話 す る の で 、 あせ らず に 対 面 コ

　　 ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン よ り多 く話せ た よ うな気 がす る 」

　　チ ャ ッ トで は 書か れ た相手 の 意 見 を 見な が ら自分 の 意 見 を 構

　　築 して い くた め 、 言語 の 産 出が 増え た もの と思 わ れ る 。 チ ャ ッ
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　　 トで の ロ グデ ー
タ の 10．行 目以 降で は 、

“What 　do　you 　do？”

や
“

I

　　 serve ・customers ．
”

な どの 既習事項 も多 く使 わ れ て い る 。 学 生 が

　　 ゆ と りを持 っ て タ ス ク を行 っ た た め 、 こ の よ うに 学習 した 文 法

　　事 項や 表 現 を 即 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 取 り入 れ る こ と が 出来

　　 た の で は な い か 。

（c）「対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 前 に ワ ン ク ッ シ ョ ン あ り 、 緊張 し な

　 か っ た 」

　 対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で は 羞恥 心 な どか ら 、 な か な か 活発 な

　 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に は 至 らな い
。 対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で

　 は 本格的 なデ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 始 め る 前 に 、
10 分間 は チ ャ ッ ト

　 と 同 じ トピ ッ ク で 話 し合い を し た 。 こ こ で は 話す 内 容 もチ ャ ッ

　　トで 練習済み の た め 、 内容 も ま とま っ て お り 、
「書 く こ と」 か ら

　　 「話す こ と」 へ の 段階的作業 に よ っ て
、

ス ム ー ズ に 対 面 コ ミ ュ

　 ニ ケ ー シ ョ ン が行え た の で は な い か 。

（d）「達成感 が あ っ た 。 し ゃ べ れ る よ うな気 に な っ た 」

　　チ ャ ッ トで は 常 に 頭 を回 転 させ なけ れ ばな らず 、 学 生 の 作業量

　　 は 多 い 。 対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で は 内 気 な学 生 もチ ャ ッ トで

　　は 平 等 に発 言権 が 与 え られ る た め 、 聞 き手 に 回 る だ け とい うこ

　　 と も少 な くな る 。

（e）「チ ャ ッ トで の パ ー トナ ー
の 意見 を グル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で

　 使 っ た 」

　 チ ャ ッ トで は 書 か れ た 文 章 を 見 な が ら会話 を進 め て い くた め 、

　 相 手 の 意 見 を 聞 き逃 す 心 配 が な い
。 チ ャ ッ トで 多 くの イ ン プ ッ

　　トが得 られ 、 グル
ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に お い て ア ウ トプ ッ ト

　 が 行 わ れ た こ と に な る 。 チ ャ ッ ト会話 か ら対面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

　 ョ ン へ と 協調 学 習 を 進 め る こ と に よ り 、 活 発 な英語 学習環境 が

　 構築 され て い る こ とが 読 み 取 れ る 。

7 ． ま とめ と今後 の 課題

本稿 で は 書 き言葉 で あ る チ ャ ッ トと実際 の 対面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ
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ヨ ン とを組 み 合 わ せ た 授業 を 行 い
、 双 方 の ロ グ分析 をも とに 、 多面

的効果 を も た ら し得 る英語 教育の 実践例 を紹介 した 。
こ れ に 対 して

は 、 肯 定 的 な 意見 が ア ン ケ
ー

トか ら も見 られ 、 学生 の 学習意欲 を 高

め る もの と考 え る 。 言 語 習得 に不 可 欠 と され て い る イ ン タ ラ ク シ ョ

ン が 対 面 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 準備 段 階 の チ ャ ッ トで 既 に 行 わ れ

て い る とい うこ と に は 注 目す べ きで 、 練習を重 ね る こ と で チ ャ ッ ト

で 培 わ れ た 能力 、 特 に 、 意味交渉技術 を対 面 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に

活 か せ る 可 能 性 も あ り、 将 来 の 追跡 調 査 の テ ー マ の 1 つ と し た い 。

今後 の 課題 と し て 、 チ ャ ッ トで の 書 き言葉 と ス ピ ー
キ ン グ の 結 び つ

き を強 め る授 業展 開 を し 、 学生 に も こ の 2 っ の 相互 補完的な効果 を

体験 させ て い く指導法 を工 夫 し た い
。

　例 え ば 、 チ ャ ッ トで デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を行 わ なけれ ば 、 対面 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 進 み づ らい タ ス ク を与 え るな ど の 方法 が あ る 。 ま

た 、
1 ク ラ ス 単独 で は 、 同 じ教室 に い て 肉声 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

が 出来 る の に 、
コ ン ピ ュ

ー
タ

ー
を介 して 声 を出 さず に コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を行 うとい う不 自然 さが 感 じ られ る た め
、 同 じ時 間 帯 で 行 わ

れ て い る 同
一

の ク ラ ス と の 共 同授業 も試 み て い る 。 今 回 は 実 践 報 告

と して の 効果 を 説 明 した が
、 そ の 効 果 を さ ら に実 証 す る た め に も タ

ス ク開発 に加 え 、 よ り多 くの 発話分析 、 質的 ・量 的 な研究 が 必 要 に

な っ て くる 。 Gass＆ Varonis （1985 ）は 、 よ り異 な っ た 文 化 背 景 を持

つ 学 生 同 上 が デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を行 っ た 場 合 、 同 じ背 景 を 持 つ 学 生

よ り 、 よ り多 くの ネ ゴ シ エ
ー シ ョ ン を 行 うと し て い る 。 普段 接す る

こ との な い 他大学 の 学 生 同 士 が 意見 を 交 わ せ る 遠隔授業が望 ま し

い が 、 カ リキ ュ ラ ム の 違 い な どに よ り 、 大学相互 で の 実施 に は 至 っ

て い な い
。

　本稿 で は フ リー
で ダ ウン ロ

ー ドで き る チ ャ ッ ト ・ シ ス テ ム を教育

目的 に 改 造 し 実 践 を 行 っ た 。 こ の 方 法 で あれ ば 、 ネ ッ トに 繋が っ て

い る コ ン ピ ュ
ー

タ
ー さ え あ れ ば 、 場所 を選 ばず に チ ャ ッ トを行 うこ

とが で き る 。 便利 な ソ フ トも多く 出 回 っ て い る が 、 ソ フ トに よ っ て

は 高額 な もの もあ り 、 大学 間で の 双方 向の 送受信 に よ る授業で は
、
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双 方の 大学 が ソ フ トを 共有 し て い な け れ ば遠 隔 授業 は 成 り立 た な

い
。 ネ ッ トワ ー ク社会 の 発展 に 伴 い コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 仕 方 も

日々 変化 を遂 げ 、 そ れ に 伴 い 英 語 学習に お け る メ デ ィ ア ・ ツ
ー

ル も

未曾有の 広 が りを 見せ て い る 。 最近 で は 「何 が 出 来 るか 」 とい う技

術発 展 の 報 告 に 目が 向 け られ が ち で あ る が 、 教 育現場 に お い て は コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 心 髄 で あ る 、人 と 人 との 交 わ りの 中 で の 応 用 的

研究 が 必 要 とされ て い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　注

本稿 は 、 2005 年 9 月 5 日 に 玉 川 学園 大学 で 行 わ れ た第 44 回 JACET

全 国大会 に お い て 、 口 頭 発 表 し た も の に 加 筆 ・修 正 を 施 し た もの で

あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　 引用 文 献

Gass
，
　 S，　 M ． ＆ Varonis，

　 M ．　 E． （1985 ）．　 Task　 Variation　 and

　Nonnative／Nonnative　Negotiation　of 　Meaning ．　In　Gass
，
　S．　M ．

　＆ Madden
，
　C．　G ．（Eds．），

　Inp　ut 　in　Seeon　d　Lan8uag θ．Acquisition

　（pp ．149 −161）．　Rowley ：Newbury 　House 　Publishers ．

Kern
，
　 R ． （1995）．　 Restructuring　 Classroom　 Interaction　 with

　Networked 　　Computers ：　 Effects　 on 　　Quan七ity　　and

　Characteristics　 of　Language 　 Production，　 The　／lfodern

　1ンan8 『
ua8e 　Jou．rnal

，
79

，
457 −476 ．

Kitade
，
　K ．（2000 ）．　L2　Learners’ discourse　and 　SLA 　theories　in

　CMC ： Collaborative　interaction　in　Internet　Chat．　 Comput θr

　∠4ssistθ（ノ．Lan8uage 　L θarning
，
13（2？，

143−166 ．

Krashen
，
　S．（1982 ）．」Prin（ゆ 1θ5 　all 　d　Practiee　in　Second．乙anguage

　Ae （luisゴtio］n ．　Oxford：Penguin ．

Krashen
，　S．　（1985 ）．　The　Input 　Hypothesis・

’
　Issuθs 　and

　Impliea　tions．　London ；Longman ．

Long
，
　 H ．　 M ． （1983 ）．　 Native　 Speaker！Non −Native　 Speaker

43

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

」

　　Conversation　 and 　the　Negotiation　 of 　Comprehensible 　Input．

　Appllθd　Lin8uis　tie5
丿 （4？2 ，

126 −141 ．

Pellettieri，
　 J。（2000）．　 Negotiation　in　 Cyberspace： The 　Role　 of

　Chat 七ing　in　the 　Development 　of 　Grammatical 　Competence ．　In

　M ．Warschauer ＆ R ．　Kern （Eds ．），
　Network ・Bas θd　Language

　　Teaehing！ Coneeρts　and ．Praotice （pp ．59−86）．　Cambridge，
　UK ：

　 Cambridge 　University　Press．

Smith
，
　B ．（2003 ）．　Computer −Mediated 　Negotiated　lnteraction：An

　Expanded 　Model ．　The　Modern 　Language 　Journa1　（87？
，
38 −57 ．

Warschauer ，　M ．（1996 ）．　Comparing 　Face−to−Face　and 　Electronic

　Discussion　 in　 The 　 Second　 I．anguage 　 Classroom．　 C4LIOO
，

　　13（2？，
7−26．

青木 千 加 子 （2005 ）．チ ャ ッ ト ・シ ス テ ム 活用 に よ る オ ー
ラル ・コ ミ

　　ュ ニ ケ ー シ ョ ン 教育．第 44 回 JACET 全 国大会 ，東京 ： 玉 川 学園

　大学．

河 合靖 （2002）． 「3 次 元 仮想 空 間 シ ス テ ム を使 っ た 外国語 授業 の 発

　話記録 か らみ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 方 略 の 再 考」、 『大 学院 国 際 広

　報 メ デ ィ ア 研究科 ・言語 文化部紀要 』（42）号 ，
117 −133 ．

鈴木右 文 （2001）． 「大学間双 方 向遠隔英語授業 の 試 み と諸 問題 」、

　　『言 語 文化 論究』（14）号 ，
169 −183 ．

44

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


